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1　
正力松太郎がアメリカからの技術導入を背景にテレビ放送の実現に動
き出し、昭和二十七年七月、日本テレビ放送網がいちはやくテレビ放送の予備免許を受ける。一方、戦前から技術研究所を開設して独自にテレビ研究を推進 ていたＮＨＫは 予備免許の交付では遅れをとりながら、本放送では先陣を切り、昭和二十八年二月一日、東京テレビジョン局が開局、舞台劇『道行初音旅』を放送した。ここに 本におけるテレビ放送 、その歴史を歩みだす。日本テレビ放送網の開局は遅れて同年八月二十八日であった
（１）
。ラジオ東京テレビ（略称ＫＲＴ、現ＴＢＳ、昭
30・４開局） 、日本教育テレビ（略称ＮＥＴ、現テレビ朝日、昭
34・２
開局） 、フジテレビ（略称ＣＸ、昭
34・３開局）など、民放テレビの開
局が続き、街頭テレビか 浸透していったテレビ受像機も やがて昭和三十四年四月十日の皇太子御成婚パレードに合わせて各家庭へと一気に普及することになる。　
その草創期から「電気紙芝居」と揶揄され、それでもテレビは大衆社
会に食い込んでいくが、大宅壮一からは「 〝一億白痴
化（２）
〟運動」と指弾
され（昭
32） 、映画界からも格下にみられたまま、テレビ界は娯楽番組
中心に推移していく。　
そのような中で、昭和三十二年十一月、テレビ・ドキュメンタリー
の草分けともされる定時番組『日本の素顔』 （ＮＨＫ）が始まる（～昭
39・４） 。とりわけヤクザの世界を封建的な日本社会の縮図として捉
え、実際の賭博場面をハイライトとした第八回『日本人と次郎長』 （演出＝吉田直哉、昭
33・１） 、あるいは熊本県水俣で発生した奇病につい
て、工場公害を起因とする水銀中毒の疑いを指摘した 奇病のかげに』（演出＝小倉一郎、昭
34・
11）などが反響を呼んだ
（３）
。
　
日本テレビでは牛山純一が総合プロデューサーを務め、本格的なド
キュメンタリー番組『ノンフィクション劇場』 （昭
37・１～昭
43・３）
が生み出される。牛山純一は番組企画の芯を次の三点に定める。 「第一は、現代を象徴す 人間の行動の軌跡を追跡するドキュメンタリー番組を制作したいと考えた。 （中略）第二は 制作者の署名性を重んじたことである。 （中略）第三に、テレビ番組が人間の創造物である以上、番組成功の条件は『有能な人をあつめ育てる』ことに終始することを主張した点だ 思
う（４）
。 」
　
こうして社外から、劇映画や記録映画の監督たち
（大島渚、新藤兼人、羽仁進、土本典昭、東陽一ほか）の参加も得て、単なるニュースレポートでも文化映画でもない 「人間」に焦点を当てた作家性の強い作品群が制作されて く。 二回放送の『老人と鷹』（演出＝西尾善介、昭
37・１）は、山形県真室川町の老鷹匠が獰猛なク
マタカを狩りのために飼いならしていく様子 描い 作品で、カンヌ・ユーロビジョン・フェスティバルのグランプリに輝いた。
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2送」 （略称ＴＢＳ、以下この略称で表記）と社名変更す
る（６）
。
　
ドラマでもドキュメンタリーでも優れた作品が生まれていたとはい
え、後発メディアである草創期のテレビは、その話法の構造において、先行メディアである劇映画や記録映画への参照のうえに、築かれていた。とはいえ映画的手法との葛藤 なかから、 「テレビとは何 」「テレビならではの表現とは何か」を問いかける方法的な模索は、どの現場にもあっ ここでは昭和二十八年にラジオ東京に入社し、その後テレビ報道部に転じて、数々の物議をかもすドキュメンタリーを制作したＴＢＳディレクター萩元晴彦 軌跡 辿っていこう。特 構成に寺山修司を招いてともに制作した作品群こそは、 「テレビとは何か」をめぐる先鋭的な実験とな ている。　
萩元晴彦は昭和五年三月七日、長野県飯田市で、弁護士の父隼人と母
美知子の長男として生まれる。昭和二十二年、松本中学の野球部投手として中等野球信越大会を制し、甲子園に出場す も成田中学に惨敗した。松本深志高校をへて昭和二十八年、早稲田大学文学部露文科卒業。昭和二十八年にラジオ東京に入社 録音構成『神これを癒し給う――心臓外科手術の記録』 （昭
29）で民放祭賞受賞。ラジオからテレビ報道
部に転じ、 『あなたは……』 （昭
41、芸術祭奨励賞） 、 『現代の主役
　
日の
丸』 （昭
42）など数々のドキュメンタリーを制作。政治圧力と不当配転
を発端に拡大した昭和四十三年の「ＴＢＳ闘争」後 ＴＢＳを退社し、同じく退社した村木良彦・今野勉らとともに昭和四十五年、テレビマンユニオン 設立、社長となる。 『遠くへ行きたい』 （昭
45～） 、 『オーケ
ストラがやって来た』 （昭
47～）などの番組をプロモート。サントリー
ホールのオープニングシリーズ・プロデューサー （昭
61） 、カザルスホー
ル総合プロデュ サー（昭
62～） 、長野オリンピック開会式・閉会式の
　
そして何よりも、七本もの作品でこの番組に関わることになる大島渚
が演出した『忘れられた皇軍』 （昭
38・８）が日本のドキュメンタリー
史に屹立する。かつて日本兵として徴用されて障害を負い、戦後は日本人でなくなったこと ら軍人恩給も受けられない「元日本軍在日韓国人傷痍軍人会」の人々の無念の陳情活動を追った作品である。盲目となったり手足を失った人もいる一行は、どこでも相手にされず、周囲の日本人も冷淡で無関心である。虚しい一日の終わり、居酒屋で酒宴となるが、仲間内でも諍いとなり、全盲 元兵士 悲痛な顔を凝視する画面に、 「眼のない眼からも涙 こぼれ 」のナレーションがかぶ 。韓国・朝鮮人問題に取り組みながら 日本人のあり方に反問 差し出 大島渚は、同時に「撮る」行為そのもの 痛みとも向き合っている。　『ノンフィクション劇場』では、昭和四十年のベトナム戦争拡大をめぐり、南ベトナム政府軍に密着取材した『ベトナム海兵大隊戦記』を三部作の予定で同年五月九日 第一部を放送し 。戦争 狂気を伝えるべく、南ベトナム兵が生首をぶらさげる場面もあえて放送 が、反米的と受け取った政府・自民党から 残酷である」と抗議を受け、第二部以降を放送中止とする出来事もあった
（５）
。
　
Ⅰ
　
萩元晴彦と寺山修司
　
昭和三十年四月に開局したラジオ東京テレビ（現ＴＢＳ）は、下級戦犯
の死刑判決を扱った『私は貝にな たい』 （演出＝岡本愛彦、昭
33・
10、
芸術祭賞） 、映画とテレビの業界人 闘 を描いた『マンモスタワー』 （演出＝石川甫、昭
33・
11、芸術祭奨励賞）など、後に「ドラマのＴＢＳ」と
評されるにふさわしい社会派 ドラマを送り して 。ラジオ東京テレビの名も昭和三十五年十一月の赤坂本社屋の完成に合わせて「東京放
3のいなかの貧しい家に生まれた。父は亡くなり、母は野菜の行商で彼を育てた。野球だけが〝日のあたる場所〟に出る手段だった。高松一高、西鉄と順調に 歴を重ね、昨年は優勝監督、もう押しも押されもせぬ第一人者だ――。六回裏、西鉄は玉造、ウィルソン、田中久の安打で２点をとり同点にもちこんだ。ベンチにドッカリ腰をおろす 西の表情には、もはや貧しい少年の面影はない……。
　
　
この試合は結局８対４で西鉄が負けた。この試合を選んだのは、負
け試合の方が中西の面影が躍如として出るからだそうだ。
　
 寺山氏の話
　
外面からはわからない彼のドラマチックな半生を描いて
みたい。主人公は中西監督ですが、 〝幸福とは〟とか 人間 何をめざして生きているのだろう〟という問題を投げ けられればよ と思う。

（ 『毎日新聞』 ）
　
番組は「プロ野球のスカウトと言うのは、今様の『人買 』であり、
プロ野球の球場は、買われた若者たちの人生を賭けた孤独な劇場なのである」というナレーションに始まる
（９）
。寺山は、プロ野球を、選手自身が
商品価値を競う「市」であり、観客の熱狂に支えられた「劇場」であると捉える。そして高松の貧しい家庭に育った中西太が、選手としてホームラン王や打点王に輝き、 「陽のあたる場所」へと出ていく「幸福論」として描き出していく。六月七日の西鉄―東映戦の試合進行に寄り添いながらも、青年監督・中西太の人生そのものを むしろ焦点化している。それは野菜の行 で女手ひ つで中西太を育て、息子が栄光を手にした後も行商を続ける「偉大な母」と息子 物語でもある。貧しさへ怨念が競争原理を通してスポーツを「劇場」化していく残酷さを、 「母子の物語」とともに描いた作品であり、寺山的な家族論と なっている。
シニアプロデューサー（平９）を務める。平成十三年九月四日死去、享年七十一歳
（７）
。
　
萩元晴彦は、寺山修司との最初の出会いについて回想し、 「鮮明な記
憶がない。それはたぶん昭和三十二年ごろで、そのころ有楽町の毎日新聞社のなかにあった、ラジオ東京のスタジオに、谷川俊太郎が連れてきて紹介してくれた」と言い、 「むしろ競馬についての思い出ばかり浮かんでくる。 （中略）私 ちは毎週末、数時間にわたっ 翌日のレース検討を電話で行った。彼との会話 もちろん競馬の検討 とどまらず、仕事や人生万般におよんだ。それは私にとって 極めて知的な快感だった。寺山がよく書いているよう 、いわば友情のキャッチボールである」と記している
（８）
。二人が協同で生み出したＴＢＳのテレビ・ドキュメ
ンタリーの数々を見ていこう。　
ＴＢＳ『カメラ・ルポルタージュ
　
中西太・背番号６』 （昭
39・７・
14午後
10時
30分～
11時放送）は、同年六月七日の西鉄―東映戦（平和台
球場）における西鉄監督・中西太の表情を三台のカメラで らえ これに彼の生い立ち、野球人 しての人生ドラマ 織りこんだ人間ドキュメントである。演出＝萩元晴彦、構成＝寺山修司、ナレーター＝水谷貞雄。放送日の『毎日新聞』 （昭
39・７・
14朝刊）テレビ番組欄には次の
ような紹介記事が載っている。　
　
萩元氏と構成をかって出た寺山修司氏は、貧しい家庭から怪童とよ
ばれる大スター、そして青年監督となった中西に非常な興味を抱いていたそうだ。
　
　
この日の試合は、４対２で東映がリードしている。コーチャーズ・
ボックスに立つ中西太の胸に少年時代の自分の姿が浮かぶ。彼は高松
4　
この作品では、前半、中山大障害レースそのものとは別に、サラブ
レッドの世界の舞台裏が、馬と騎手の視線から描き出される。 「馬の世界では、サラブレッドで生まれるということは一つの誇りである。由緒ある血統で生まれるということが、そのまま将来の約束につながっているのだ」というナレーションに重ねて 「離乳」の日に母馬から引き離されて泣き続ける子馬 姿がとらえられる。そして「子馬が誰かを憎むことを知るのは、このときから始まるのかもしれな 。なぜなら幸せなものに闘志が芽生えるわけなどはないからだ」と語られる さらに場面は変わって、ふ さとを捨てて上京してきた少年騎手の「食欲と孤独との闘い」の中 「偉い騎手になるまでは帰りません」という、少年騎手の母への手紙が読み上げられ 。 ように馬 騎手 いず もが「母子の物語」として構成されているところが、寺山らしい。　
作品後半は、フジノオー、タカライジン、両馬の騎手の家庭生活をも
素描しながら、当日 中山大障害レースの宿命の対決を実況する。そして三度続けてフジノオーに負けたタカライジンに、再度の挑戦を期待しながら、 「サラブレッドに闘うことを命ずることが サラブレッドへ愛とは言えないだろうか」と結ばれていく。　
ＴＢＳ『カメラ・ルポルタージュ
　
勝敗（第一部） 』 （昭
40・
10・５午
後
10時
30分～
11時放送）は、昭和四十年の囲碁・名人戦で二十三歳の林
海峯八段が、常勝の坂田栄男（栄寿）名人に挑んだ対局 描き出す。の名人戦は、おおかた 予想に反し 九月十九日、林海峯が坂田栄男を四対二で下し、名人位を奪取したが、第一部の放送では、その第五局に焦点を当てている。演出＝萩元晴彦、構成＝寺山修司、音楽＝武満徹、ナレーター＝福田豊士 四台のカメラで撮影 た、白と黒の碁石が演出
　
ＴＢＳ『カメラ・ルポルタージュ
　
サラブレッド―わが愛』 （昭
39・
10・
13午後
10時
30分～
11時放送）は、東京オリンピックのさなかにひっ
そりと放送され、話題になることもなかったが、萩元晴彦が「競馬を愛した寺山 私の感性がにじみ出たもので本当に思い出深い」と述懐している作品
だ
）（1
（
。演出＝萩元晴彦、構成＝寺山修司、音楽＝山本直純、ナ
レーター＝近藤洋介。放送日の『毎日新聞』 （昭
39・
10・
13朝刊）テレ
ビ番組欄には次のような紹介記事が載っている。　
　
きょうのＴＢＳテレビのカメラ・ルポ（後
10・
30）は、この十一日
に行なわれた中山大障害レースを舞台に、騎手や調教師、馬丁らが織りなす勝負にかける人間ドラマを描いた「サラブレッド―わが愛」を放送する。
　
　
レース当日、馬場にすえられた五台のカメラは、レースの模様を近
接距離で生々しく追うほか、レース前後の関係者の表情を フジノオー、タカライジンの両本命馬を主 公にして描いていく。構成は寺山修司。
　
　
大障害レースは、四一〇〇㍍の長い馬場に大土塁、大竹サク、大い
けがき、水濠などの障害があり、落馬、転倒などで出走馬の半分ぐらいしか完走できない難レース。フジノオーは昨年秋と今年春、秋の三連続でこのレースに優勝し、タカライ ンは連続二位を ったいずれも名馬。二頭ともオ 六才 （中略）カメラは試合前 らずう とこの二頭を追い、レースの迫力あるシーンをクライマックスに、きびしい勝負の世界を「人馬一体」と った人間と動物の愛情の世界 力強い画面構成で見ごたえある見もの したと担当者はいっている。
（ 『毎日新聞』 ）
5ことだという結論に達したわけです。非常に単純なことだけれども、視聴者 ブラウン管内の時間同時進行ということが、一番の正解じゃないかと思ったのはその番組をやってからです。その発想をもとに作ったのが小澤征爾
）（1
（
なんです。 」

（萩元晴彦「インタヴュー
　
映画的手法から脱却せよ」 ）
　
動きの少ない囲碁の対局など、およ 「絵」になどならないと誰もが
思うところだが、この第一部では、対決する二人の棋士の表情中心に、「大写し」で追っていく。盤面の碁石の攻防などはほとんど写されない。煙草を吸ったり、茶を飲んだりしながら黙考する緊迫した時間のうちに、扇子をパチパチやったり、碁石をつまぐったり、虫の音さえ聞こえるなか 残り時間を告げる声ばかりが響きわたる。視聴者はそ 「緊迫した時間」に立ち会 ことそのものを「密室ドラマ」として受け止める構造となって る。出来事らしい出来事などなくても、勝負に挑む表情と所作そのものが人間ドラマである。　
翌週放送されたＴＢＳ『カメラ・ルポルタージュ
　
勝敗（第二部） 』
（昭
40・
10・
12午後
10時
30分～
11時放送）は、第一部の「密室ドラマ」
とはがらりと趣を変えた作品となっている。第六局を制して坂田栄男を破り、囲碁名人 なった林海峯 日常を追 、さ にかつて 兄弟弟子で今はサラリーマンをしている男性との比較を通して、勝負の世界に生きることの意味を考察していく。演出＝萩元晴彦、構成＝寺山修司 音楽＝日暮雅信、ナレーター＝福田豊士。放送後 『毎日新聞』 （昭
40・
10・
14朝刊）テレビ・ラジオ欄「見て・聞いて」に作品評が載っている。
　
　
第二部は林名人とかつて兄弟デシだった、無名の一サラリーマンを
する「密室ドラマ
）（（
（
」 。この作品を制作しながら、萩元晴彦は、 「テレビは
時間だ」と発見していく。 『展望』 （昭
43・５）の「インタヴュー
　
映画
的手法から脱却せよ」で、萩元晴彦はこう語っている。　
　「何年かテレビをやって痛感するのは、テレビは絵じゃないということです。ふつうテレビは絵だという場合の『絵』は非常に映画的絵なんです。テレビで働いている人間の中に映画的文法が浸透している感じが強い、最近は変ってきましたけれど。じゃ絵でなければ何だといわれると時間だと思うんです。 （中略）簡単に言いますと、ブラウン管の中の時間 視聴者の創造的イマジネーションをかき立てるような時間とが同時進行 るという、テレビそのもの 媒体としての特殊性というこ から出てくる発想です。 （中略）自分でやっと鉱脈を掘りあてたという感じがしたのは、碁の名人戦をやったとき こ なんです。坂田さんを口説き落 て、坂田・林海峯 の対局室に初めてカメラを入れたわけです。全部同 録音 、カメラを二台おいて対局全部を両側からとる。武満徹さんが音楽をつけて、ラッシュが三、四時間になりましたが、この迫力の凄まじい ごいま考えるともっと近寄った方がよかったという反省もあるけれども、とにかくカメラは据えっぱなしで顔だけ取
（ママ）
っている。二人とも何もし
ない、ただ考えているだけ 高段者 から二時間ぐらい考えたりする。煙草を吸ったり、茶を飲んだり からん、わから と呟いたり、扇子をパチパチやったり――それ けなんですが すごい迫力なんですよ。ところがそのフィルムを編集 る段階で、 ろ ろおもしろいところをモンタージュしてみたけれど、だめなん すね とにかくカットは長けりゃ長 ほどいい、ある意味ではモンタージュしない
6う。とはいえ、これはこれで、勝負の世界を下りた敗者に注ぐ寺山の眼差しを感じさせ、ささやかな家庭生活に見出した「幸福論」でもある。　
ナレーション、音楽、映像編集を抑制し、先鋭的な方法論で息詰まる勝
負の「時間」に立ち会った第一部、そして逆 ナレーションも音楽も映像編集も雄弁で、むしろ通俗的に物語化した第二部。この対比的な配合と構成の妙味で、二部作あわせて一つの作品『勝敗』に仕上がっている。　
Ⅱ
　
正と反との「対比」構造
　「 『あなたにとって幸福とは何か？』という質問だけのドキュメンタリーを作りたい」という萩元晴彦の企画提案に だちに寺山が乗り出し、岩月昭人カメラマン、村木良彦ディレクターの賛同を得て制作されたのが ＴＢＳ『あなたは……』 （昭
41・
11・
20午後
10時
30分～
11時
30
分放送）である
）（1
（
。演出＝萩元晴彦・村木良彦、構成＝寺山修司、制作＝
吉兼実、音楽＝武満徹、撮影＝岩月昭人ほか、インタビュアー＝村木真寿美・古垣美和子・高木史子。第二十一回芸術祭テレビ・ドキュメンタリー部門奨励賞受賞作品。放送日の『朝日新聞
41・
11・
20朝刊）
テレビ番組欄には次のような紹介記事が載っている。　
　
この番組は、職業、年齢、性別、体験がちがった八百二十九人に
「あなたは幸福ですか」 「戦争を思いだすことはありますか」など十七項目を、駅、深夜喫茶、デモの横田基地、結婚式場など、東京都内二十数カ所で、いきなり質問した。このうち百数十人の代表的な答えと表情をえらん 構成、視聴者といっしょに「幸福とは何か」を考えてみようとする。芸術祭ドキュメンタリー部門参加。

（ 『朝日新聞』 ）
通して、林名人を描写した。この手法は、手法としてありうると思われ、苦心も察せられるが、残念ながら不成功に終わった。視聴者にとっては、この友人は全く無用の存在であったからである。その上に「勝敗」について、苦しい勝負 世界に生きるよりは、碁をやめた平凡人の方が、人生的には勝ちであるかのような印象を与える「ひかれ者の小唄」みたいな低俗な哲学が編集の底に流れていて、見るのに困難な感じを与えた。 「勝敗」について新しい解釈を加え の いいが、その解釈が全然浅薄平凡でなっていな のでは見られない。むしろ素直に若い林名人をたたえた方が印象的だったろう。

（村松）

（ 『毎日新聞』 ）
　
第二部には、第六局で坂田栄男が苦悩し、考え込む姿や、ついに王者
が敗れて「長い夢の終わり」に向き合うさまなども描かれているが、新名人となった林海峯とかつての兄弟弟子（現サラリーマン・松浦）との交流が中心となって る。作品はこのサラリーマン松浦を視点人物「私」として林海峯を叙述していく描法をとっている。厳しい勝負の世界に生き、いまやスターとなった林海峯と、勝負の世界から転身したサラリーマン松浦と 比較される。松浦は林海峯の名人祝賀会に出たり、彼のアパ トを訪ねてプレゼントを渡し、ともにキャッチボールをしりする。いまやパパになったばかりだという松浦は、入院中の産後の妻のもとへ行き、赤ん坊を ぞきこむ。作品は「私はいま ても幸せである。なぜなら一つかみの碁石よりも、生ま たばかり 赤ん坊 方が、ずっとずっと重いからである」という松浦の 情描写で結ばれる。一面、先の『毎日新聞』批評にあったよ に「碁をやめた平凡人 方が、人生的には勝ちであるかのような印象 与えかね いのは確 だろ
717、最後に聞きますが、あなたはいったい誰ですか。
　
ここには具体的・現実的な質問と、観念的・形而上的な質問とが混在し
ている。萩元晴彦は「方法としての『質問』 」 （前掲）でこう証言している。　
　
あの作品はあの質問（＝ 「あなたにとって幸福とは何か？」 、引用者
註）が軸で、他の十六の質問は「幸福とは何か」を答えさせるための伏線に過ぎない。いや、もっと正確 言えば答えは必要なかったのだ。 「問うこと」だけに意味があった。問うことは根元的（ラジカル）だった 君（＝寺山、引用者註）はぼくも予期しなかった凄い問いを最後に突き付けたが、それは君の生涯の主題でもあった。 「いったいあなたは誰ですか？」
　　
その問いに君は自分ならこう答えたいと言っていたっけ。
　「寺山修司だ」
（萩元晴彦「方法としての『質問』 」 ）
　
実際の作品を見ると、 「あなたにとって幸福とは何ですか」という質
問については、具体的な将来の夢を語る者、社会的な一般論で答える者、現状を肯定する者、不満をぶつける者など、皆がそれぞれの幸福論を述べている。しかし「最後に聞きますが、あなたはいったい誰ですか」と問われたとき、多くの人が戸惑い 反応を見せることになる。混雑する駅のホームで、それまですらすら答えていた三十代のサラリーマンが、口ごもって遂に答えら なかったり、二十代の女性は ちょっと間を置いて考えた末に「東京に住んでいる者と考えてお ばいい」と答えている。即座に名前を答え のは小学生 男の子くらいだ。寺山が差
　
質問項目については、萩元晴彦と寺山とが赤坂の旅館に一晩泊まりこ
んで、二人で百五十くらい考えた中から、十七項目に絞ったという
）（1
（
。以
下がその十七項目である
）（1
（
。
１、いま一番ほしいものは何ですか。２、あなたは月にどれ位おかねがあったら足りると思いますか。３、もし が総理大臣になったらまず何をしますか。４、あなたの友人の名前をおっしゃ てください。５、天皇陛下は好きですか。６、戦争を思い出すことがありますか。７
 、ベトナム戦争はあなたにも責任があると思いますか。 （あると答えたら）ではあなたはその解決のために何をしていますか。
８、昨日の今頃、あなたは何を て したか。９、それは充実した時間でしたか。
10 、人に愛されていると感じることがありますか。 （ と答えたら）それは誰 ですか。11、今一万円あげたら何につかいますか。12 、祖国のために戦うことができますか。 （できると答えたら）命をかけてもですか。13、あなたにとって幸福とは何ですか。14、では は今幸福ですか。15、何歳まで生きていたいですか。16 、東京はあなたにとって住みよい町ですか。 （よい 答えたら）空がこんなに汚れていてもですか。
8クローズアップを基本として、カットを割ることなく、回答の時間進行をそのまま視聴者に共有させるこ
と
）（1
（
。 『あなたは……』は、この方法論
こそが先行した作品である。　
確かに映像は表情のクローズアップを基本として構成されてはいる
が、一部に終始ロング・ショットだけで構成されたインタビューも交えられている。作品冒頭は数十頭のマグロが並んだ築地の魚市場で、鮮魚業者 しき男性にインタビュ している全体構図（表情はわからない）だし、あるいは山形から妹の結婚式のために夫婦で上京したという四十代男性へのインタビューも、遠くから公園を歩いてくるロング・ショットである。ちょうど『カメラ・ルポルタ ジュ
　
勝敗』の第一部と第二
部とが対比的な配合と構成で成り立っていたように、 『あなたは……』もまた「対比」構造を意識 ながら編集されている。　
例えば、居酒屋らしき場所で、いま一番ほしいものは「お酒です」と
答える六十代の男性は、少 酩酊し ようにも見えるが、差し出されたマイクに口を寄せて、いたって真面目に答え続ける。カットなしのクローズアップでその表情を撮っているが、回答するこの男性の顔 後ろには、ほろ酔い気分で死んだように眠っている高齢者の寝顔が同時に映りこんでいる。老 と存在 消失を意識させるこのインタビューに続いては、一転、若者ばかりが集う騒々しい音楽喫茶が舞台となる。一人の三十前後の男性が答えてい 、画面は初め別の青年 音楽 合わせて身体全体でリズムを刻んでいる様をとらえている。カットが変わって、当初声だけが聞 えて た当の男性に切り替わ 幸福とは「何かやっ ること」 という彼は、 「何歳でもね くたばるまでね、ず ずうしく」生きていた 続ける。映りこむ光景 含めて、前のインタビューとは対照的に、ここに 若さと存在の主張がある。
し出したこの最後の質問は、どのようにでも答えられるが、答え方によって自己の存在証明を試されるような、単純に見えて同時に形而上的な質問となっている。　
またこの作品でのインタビューは、相手の回答に応じて質問を工夫し
ていくような一般的な質疑応答ではない。あらかじめ用意された質問を矢継ぎ早で機械的に、相手にぶつけていく方法をとっている。聞かれる側は、次々と繰り出される質問 、瞬時の対応を迫られることになり、回答内容もさること がら、その反応そのも が見所ともなっている。このインタビューの手法について、萩元晴彦は「 『あなたは……』の制作意図」 （ 『ＴＢＳ調査情報』昭
42・２、 「番組研究
　
あなたは…」所収）
で、次のように語っている。　
　
八二九人という素材を通して、テレビの視聴者に直接結びつくため
には、インタビュアーは出来得る限り、情緒的であることを避ける必要があった。
　
　
ぼくたちは、インタビュアーの女子学生に、相手からの聞き返しや
反論に対し、一切説明を加えることを禁じた。
　
　
インタビュアーと相手との間に、いわゆる情緒的なコミュニケー
ションを成立させないように、訓練した。アナウンサーでなく、女子学生でなければならなかった最大の理由はそのことであ 。
　
　
ぼくたちの得た当然の結論。インタビューのテンポは能う限り早く
なければならない。そして、カットは絶対に割ってはならない。

（萩元晴彦「 『あなたは……』の制作意図」 ）
　
インタビュアーは情緒を排して矢継ぎ早に質問し そ 撮影 表情の
9で、就業中の女子工員に問いかけ、幸福とは「人を愛すること」と聞き出している。　
このようにこの作品は、方法論を先行させつつも、その方法論からこ
ぼれ落ちるような場面をも加えた「相反物の一致」と「対比」構造によって成り立っている。十七項目の質問を投げ た十八名を描いた後、 「人に愛され と感じることがあります 」および あなたにとって幸福とは何ですか」の答えだけを抜粋編集した場面で作品は結ばれる。背景に武満徹のジャズ音楽が流れ、モンタージュ映像にリズムを刻む。朝のラッシュ時 、駅のホームで「あなたにとって幸福とは何ですか」と次々聞いて回る場面などもある。行きずりでは答えられないような質問に、 「起き抜けにあなたのようなきれいな人と話 できるこ 」と一人が当為即妙に答え、インタビュアーの高木史子が恥じらう姿も見られる。　
ここでは放送直後の同時代の反響をいくつか紹介してお う。
　
　
二十日夜のＴＢＳの芸術祭参加ドキュメンタリー「あなたは……」
（寺山修司構成）は、女子学生三人をインタビュアーにして、八百人以上のいろいろな階層の人々に対する質問の答えを収録したものだが、これはおもし かった。十七項目の質問もうまくできていて、これによって答える人たちが、いま現在どんなふうに生きているかがよくわかる。質問がやつぎばや 、飾った答えをする余地のなのもよかった。職業や階級をもっとひろげたら、なおおもしろい、重要な作品となったにちが な 。デモの総指揮者が一切ノー・コメントだったり、小学生らしい子どもがてきぱきと答えたり、東大生がいかにも東大生らしい答えをしたり、まことに生き生きとした
　
この音楽喫茶ではもうひとり二十代のモデル志願の女性にインタ
ビューしているが、はきはきとテンポ良く答えたその次のインタビューは、一転、屋外で七十代の男性がいかにも緩やかに訥々と語る静かな場面と変わる。鳥小屋めいたフェンス囲いの傍で語るそのインタビューは、時 して脱線ぎみで、年齢特有の冗長さに溢れている。インタビュアー 粘り強くその長い話につきあっているが、カメラは堪りかねて飛び立つ鳥の映像をモンタ ジュしたりする。 「インタビューのテンポは能う限り早くなければならない。そして、カット 絶対に割ってはならない」と自ら方法化しながら、敢えて れに反する場面も抱え込んでるところに、正と反との「対比」構造を認めておくべ だろう
）（1
（
。
　
厳かな結婚式場で、新郎の横で「今のような時が一番幸せ」と恥ずか
しそうに答える白無垢の二十代 花嫁の場面があるかと思うと、次には、喧騒の駅のホームで、満員電車に乗り込んで答えながら、 「無理だよ、もうドアが閉まる」と呟いた三十代サラリーマンの朝のラッシュ場面が続いている。　
アメリカによるベトナム侵略反対のデモ行進に参加した人々を撮った
場面では、一方で 繰り出される質問に「ナンセンス」と言ったまま憮然として回答拒否した総指揮 三十前後の男性を配し また一方で、旗をもって行進しな ら 幸福とは「平和 世 中にすること」 どと誠実に答えていく純朴 二十代の勤労青年を配している。さらにこれとは別に、三十代アメリカ軍人にインタビューした場面もあり、彼は「戦争を思い出すことがありますか」の問 に、 「いま戦争中だよ」と答えている。　
同じ二十代女性へのインタビューでも、新車ショーの華やかな美人コ
ンパニオンにインタビューした後には、工場生産ラインにもぐりこん
10
　
　
職業、性別、年齢、体験のちがった人びとにむかって、 「あなたは
幸福ですか？」 「もし総理大臣だったら」など十七項目を質問する。記録ものの新方向である。あかせずに一時間、おなじ質問のくりかえしだけで引っぱりきった。構成・編集のキュートな切れ味である。寺山修司の作品。
　
　
人さまざま。その千差万別の反能
（ママ）
。世代のちがい、生きかた、考え
かたの差。ドラマより、もっとドラマチックな人間 声と心。つまり、現実 人間をエネルギッシュに追い、ドラマのエッセンスを あざやかに記録するのに成功した。
　
　
なによりも、歩きながら質問しているのがよい。歩きながら聞き、
歩きながら答える。画面にリズムと現実感がゆきわた 質問と答えが、ジャブとカウンター・パンチの応酬ににてくる。そのスピード感が、対話に活気をあたえる。思考に停滞をゆるさない。

（虫明亜呂無）
　　
（ 「テレビ〈直波曲波〉新鮮なドキュメント」 、

『週刊朝日』昭
41・
12・９）
　
　
このドキュメントの本領は、回答の統計的な数字にあるのではな
い。それなら、活字メディアのほうがすぐれてい この企画のユニークなところは、質問された瞬間の表情 か、答える仕方――つまり一人一人の人間のなまの姿を、みごと とらえていることである。同時性と映像というテレビの特性 いかした企画であり、演出の成果であろう。
　　
（ 「 〈サンデー・ジャーナル〉総理大臣にも『あなたは…』 」 、

『サンデー毎日』昭
41・
12・
11）
画面の連続である。

（杉山誠）
　　
（ 「 〈テレビ週評〉多様な〝人生〟つかむ」 、

『読売新聞』昭
41・
11・
22朝刊）
　
　
17の質問を組み合わせた意図はよくわからないが、突然マイクを突
きつけられた人たちの表情と答えの内容は、現代日本人の平均値を正確に出していたようだ。人間 欲望は限りなく いまを幸福とは感じていないが、だれも不幸とも思っていないのである。日本は平和であるということであろう。幸福の目標も個人、家庭までが限度で社会まで言及したのはデモ隊の青年の類型的な表現だけ。義務を口にしたのはベトナム休暇 米兵一人であった。

（中谷不二男）
　　
（ 「 〈見て・聞いて〉現代日本人の〝平均値〟 」 、

『毎日新聞』昭
41・
11・
22朝刊）
　
　「あなたは天皇をどう思う？」とか「愛国心があるか？」といった問題をいろいろな人に聞くのだが、まじめに答える人あり、茶化す人あり、黙秘権を使う人ありで、これでは本当のところはわからないと思った。ラッシュ時の駅構内で「あなたは幸福ですか」と矢つぎばやに聞いていたがこれは答えられないのが当然だろう。こうい インタビュー、構成方法に疑問をもった。

（東京世田谷区・近藤明子）
　　
（ 「 〈マイクへ一言〉質問方法に疑問」 、

『毎日新聞』昭
41・
11・
24朝刊）
　
　
芸術祭ドキュメンタリー部門参加作品「あなたは……」 （ＴＢＳ、
十一月二十日）はクリーン・ヒットだった。
11
　
　「何を投げこむか？」ということにその記録映画作家の独創性、アイデアの秘訣があるという事になるのである。 （中略）
　　
ところで、ドキュラマとは何か。
　
　
という とが 私の問題である。ドキュラマという怪物的な造語
は、分析すれば「ドキュ
0
メンタリー」と「ドラマ
0
」の結合であって、
責任ある「ものの投入」者を持った記録芸術であ ……ということになる。
　
　
それは、例えば点を配置することによって空間の位相を想起させ
るように、 「ものの投入」によって、現実の実相をつかみとろうとする、一つの劇的で立体的な記録論のこころみで ……ということになる。

（寺山修司「ドキュラマ論」 、傍点原文）
　「記録芸術」としてのテレビ・ドキュメンタリー『あなたは……』に即していえば、さまざまな年齢層・職業の人々に対して、矢継ぎ早の
「質問」という「ものの投入」を通して、揺さぶられ反応する人々の「劇的で立体的な」表情 ドラマこそが、つかみと れた「現実の実相」ということになる。　
質問することによって、相手に働きかけたとき、ある人は戸惑って考
えこみ、ある人は饒舌に語りだし ある人は憮然として拒絶する。 「ものの投入」に応じたさまざまな波紋が作品に刻まれ、インタビュアーが非情緒的である分、逆に答える人々の存在感が強く現前化する。ここには後に寺山がしばしば口にすることになる「半世界」の思想が、二重の層で織りこまれている。　　
作者は世界の半分を創造する。
　
Ⅲ
　
質問という手法、 「半世界」の思想
　
このような質問だけのドキュメンタリーを発想するに当って、萩元
晴彦は、ジャン・ルーシュがアフリカ黒人にインタビューした民族学的なドキュメンタリー映画を見て、ヒントを得たと語ってい
る
）（1
（
。ジャ
ン・ルーシュは「シネマ・ヴェリテ」 （
C
iném
avérité
＝映画真実）を先
導し、映像人類学に貢献したフランスの記録映画作家。 「シネマ・ヴェリテ」は 一九六〇年代にフランスに新しく生まれたドキュメンタリ映画及びその製作グループを指し、その名称はソビエトのジガ・ヴェルトフ監督のニュース 画『 ノ・プラウダ（映画真実） 』 （一九二二～二五）のフランス語訳を淵源とする。あらかじめ内容を決めることなく、街頭インタビューなどの撮影を通して、人間と社会の真実をつかみとっていく手法をとった。 『あなたは……』が制作された昭和四十一年当時、 「シネマ・ヴェリテ」の作品は、一般 はほとんど日本公開されていなかったが、映画雑誌では紹介されていた
）（1
（
。
　
また「地球儀を見ながら私は『偉大な思想などにはならなくともいい
から、偉大な質問になりたい』と思つていたのである」 （歌集『田園に死す』跋 白玉書房 昭
40）と語る寺山修司にとっても、質問すること
が本質的な手法そのもの なる。寺山には、 「人生はただ一問の質問すぎぬと書けば二月のかもめ
）11
（
」という短歌もある。
　
寺山は「ドキュラマ論」 （ 『記録映画』昭
38・２）において、ドキュメ
ンタリーの使命が「いまあるまま 現実」よりも「本来 現実」 とらえることにあるならば、現実に働きかけ、 「ものの投入」という方法が選ばれねばならない、 してこう述べる。
12
像させるのである。もはや、 「便所の中に閉じこもって、たった一人で幸福になろう」とすることはできなくなった。 「人が群衆の中にいると喜びを感じるのは、人間が数の増大を好むことの神秘的なあらわれ」であり、 「出会い はこうした数学的幸福論のなかに、より多い可能性を見出そうとす 。

（寺山修司『幸福論』 ）
　
八百二十九人へのインタビューの中から選択構成 『あなた
は……』もまた、出会いの「数学的幸福論」から成り立っている。同じ質問を繰り返していくその「反復と変奏」の累積は、同時代のポップ・アートの動向とも呼応している。アンディ・ウォーホルはマリリン・モンローやエルヴィス・プレスリーといった時代のイコン、あるいはキャンベル・スープ缶をカンヴァスに反復的に写真転写し、鮮や な着色のシルクスクリーン作品群を生み出した。マリリン・モンローの作品だけ見ても、大画面に数十 同じ顔写真を反復的に並べたり、あるいは一画面一写真の均等なサイズを着色変化させ つも 写真 複数性・反復性と戯れた。しかも自らの工房を「ファクトリー」と呼んだウォーホルは、同じ手法のちょっとした変奏で大量のマリ ンを送り出していく。 「 と変奏」とも「複製化」とも呼べるそ 身振りは、の増大と累積によって「陶酔 を呼び込んでいく。　
また『あなたは……』は、あらゆる職業、年齢、性別の人々に問いか
けたインタビュー集成だが、その人間カタ グは一種の「物尽し」であり、列挙の方法論と図鑑の思想に支えられている。　
例えば「父上様、三日とろろ美味しゅうございました。干し柿、も
ちも美味しゅうございま た。敏雄兄、姉上様、おすし美味しゅうございました。克美兄、姉上様、ブドウ酒、リンゴ美味しゅうございま
　
　
あとの半分を補完するのが、受け手側の創造というものである。表
現は相互作用によってのみ一つの世界を完遂する。
　　
（寺山修司「半世界――受け手の表現
　
イントロダクション」 、

『芸術倶楽部』昭
48・９〈特集＝半世界――受け手の表現〉 ）
　
制作者は質問を方法論としてさまざまな人々に働きかけ、 「あとの半
分」は答える人々が自由に描き出していく。そして番組作品を見る視聴者は、あたかも答える人々と同じ時間を共有したかのように、その質問をわがこととして、 について思いを巡らすかもしれない。視聴者もまた「あとの半分」を描き出そうとするのだ。質問する側と答える側、番組作品の送り手側と受け手側、 れぞれのレベルで補完しあい、相互作用による創造に参画する。萩元晴彦は「 『あなたは……』の制作意図」（前掲）で、 「ぼくは八二九人の人々に意見を聞いたのではない。八二九人の背後にいるすべての人々に質問したのだ。八二九人は素材に過ぎない。 『あなた』 質問したのである」と語っている。　
職業、年齢、性別、体験を異にする人々に、すべて十七の同じ質問を
投げかけていくこと。しかしその答えは、それぞれに特有で多彩である。この「反復と変奏」の累積が、こ 作品の魅力 な 寺山修司は『幸福論』 （筑摩書房、昭
44）のなかで、 「出会い」の幸福論につ
いて次のように語っ る。　
　「出会い」の幸福論は、つきつめてゆくと数学の問題になってゆく。沢山の人に出会いたい、 （または沢山の人と知合いになりたい）という願望は、たとえばボードレー
ル
）1（
（
の「数は一人一人のうちにあ
り。数は陶酔なり」の詩句のように、より複雑な出会いの幾何学を想
13
『尤之双紙』にみられる、一種の一貫性（常軌を逸した一貫性ではある）のある列挙とは、発想と効果は異なるのである。

（ジャクリーヌ・ピジョー『物尽し――日本的レトリックの伝統』 ）
　『第一之書
 ガルガンチュワ物語』で数十種類もの尻を拭く妙法を数
え上げたラブレーを愛読していた寺山だけに、例えば詩「マルのピアノにのせて時速一〇〇キロで大声で読まれるべき六五行のアメリカ」（前掲）などを読むと、 「一貫性のある列挙」よりむしろ、ちぐはぐな物・言葉を取り合わせる「突飛な列挙」の方に近いだろう。そして『あなたは……』の人間図鑑についても、 「突飛な列挙」とまでいえないものの、 「相反物 一致」と「対比」構造にはいくらかその傾向を窺うことができよう。　
丹羽美之「一九六〇年代の実験的ドキュメンタリー――物語らないテ
レビの衝
撃
）11
（
」は、ＮＨＫ『日本の素顔』 、日本テレビ『ノンフィクショ
ン劇場』が啓蒙的な一貫性ある「物語装置」となっていたのに対して、ＴＢＳ『あなたは……』をはじめとした一九六〇年代のドキュメンタリーが「反物語」の試みに っている、と指摘している。この意味では、 『あなたは……』 、 「物語」を解体して表情のドラマを陳列していく、テレビ・ドキュメンタリーならで の人間図鑑である。それは数学的な「反復と変奏」の累積による陶酔的な「物尽し」となっ いる。矢継ぎ早の 質問」に揺さぶられ、戸惑いな ら回答していく人々の姿を見ながら、視聴者もまた幸福の在り処と自己の存在証明を自問することだろう。そのような「半世界」の余白をも同時に差し出しながら、寺山はこの出会いの「数学的幸福論」を構成した だ。　
同様の「質問」手法のテレビ・ドキュメンタリーは、日本人の日の丸
した。……」と「食べ物尽し」が延々と続くマラソンランナー円谷幸吉の遺書を引用して、寺山は「彼の遺書は彼の記憶の中をゆっくりとマラソン ような平均ペースで走りつづけ、そこを通りすぎてゆく正月の食べものの思い出は、彼の心象風景となり、すばらしい一編の詩となっていたのであった」と評している
し
）11
（
、 「ロートレアモンの詩篇よりも、
東京都の電話帳の方が、詩としてのアクチュアリティを持っている」とも語
る
）11
（
。寺山自身の詩作品でも、 「マルのピアノにのせて時速一〇〇キ
ロで大声で読まれるべき六五行のアメリカ
）11
（
」は、代表的なアメリカの固
有名詞を次々と み込ん いく列挙形式の詩である。　
このような「物尽し」については、あらゆる動物を召喚した「ノアの
方舟」の図像や涅槃図などが代表的なものだし、図鑑への情熱も洋の東西を問わない。日本では『北斎漫画』や伊藤若冲『動植綵絵』 『百犬図』を挙げてもいい。　『枕草子』 『梁塵秘抄』など日本の古典文学に見られる「物尽し」の修辞的な特徴を比較文学 視点で考察したジャクリーヌ・ピジョー『物尽し――日本的レトリックの伝統』 （平凡社、寺田澄江・福井澄訳、 ９）は、次のように考察し いる。　　
ラブレーもちぐはぐな物・言葉を取り合わせるのが好きであるが、
発想は「枕草子系」のとは違う。というのは、彼は意外な共通性をみつける機知を示すわけではなく、何の関係もない物、または言葉（俗語や方言やギリシャやラテン語系の学者語など）を混合して、突飛な列挙を作るのが、彼独特の趣向であるからである。物と物の衝突 言葉と言葉のわけもない隣接が、上述したパロディックな意味 は別に、世の無秩序、人間の狂気をそ まま表すのであり、 『枕草子』や
14
たは……」を担当したＴＢＳディレクター）です」
　　
天皇陛下はお好きですか。
　
  「つきあってみなければ、わかりません。しかし、このチャンスのない段階では、好きでもきらいでもないですね」
　　
戦争の日を思い出すことがありますか。
　
  「戦争は思い出すものではなく、いまもあるのです。過去形ではありません。思い出ではない す」
　　
ベトナム戦争に、あなたは個人として責任があると思いますか。
　
  「僕の文学と家庭に責任があるのと同じように、あると思います いや、家庭というより僕の創作活動ですね。そう直してくださ 」
　　
そのためになにかしていますか。
　
  「僕の創作活動を、より充実させるかたちで、僕自身の責任をとっています」
　　
きのうのいまごろ、なにをしていましたか。
　
  「歩いてい した。 （時計 みて）いや、中央競馬会のモニター会議で発言していました」
　　
充実した時間でしたか。
　
  「充実した時間でした。僕はつねに充実しています」
　　
一万円あげたら、何に使いますか。
　
  「理由もなく一万円もらうと うのもなんだが……そ だな（しばらく考えて）カメラマンのリチャード・アベトンと作家のトルーマン・カポーテのつくった写真集〝オブザ ベーション〟を買います。六千円ちょっとするかな」
　　
祖国のために戦うことができますか。
　
  「自分のためになら、戦うことができます」
に対する意識を問いかけるＴＢＳ『現代の主役
　
日の丸』 （演出＝萩元
晴彦、構成＝寺山修司、昭
42・２・９） 、アメリカ人の考え方と日本観
を引き出すＴＢＳ『アメリカ人・あなたは……』 （演出＝萩元晴彦、構成＝寺山修司、 「マスコミＱ」
42・
10・９、 「現代の主役」昭
42・
10・
12）に引き継がれていく。
　
最後にいささか長くなるが、放送後に寺山修司自身が、 『あなた
は……』と全く同じ質問に答えたインタビュー記事「寺山修司さん『あなたは…』／テレビ・ドキュメント
　
構成の作家に質問すると／
作りたい〝ドキュラマ〟 」 （ 『毎日新聞』昭
41・
11・
28夕刊）を紹介し
ておこう。　
　
ドキュメント「あなたは……」という番組がＴＢＳテレビから
二十日夜放送されて評判になっている。街頭の人人に質問を機関銃のようにぶっつけて、その反応をとらえたのだが、 がとまどうのを見せるなんて悪趣味だという批判もあった。そこで この質問項目をつくり番組を構成した寺山修司氏（作家）自身に、同じ質問をあびせてみた――。
　　
いま一番ほしいものは？
　
  「馬です。サラブレットの馬をダービーで優勝させたい」
　　
月にどのくらいお金があったらいいですか。
　
  「五百万円あってもたりないですね」
　　
もしも総理大臣になったら、まずなにをやりたいですか。
　
  「僕は総理大臣にはなりません。どんな社会になっても」
　　
あなたの友人の名前をあげてください。
　
  「限りなくありますが、その質問に合う意味では、萩元晴彦（ 「あな
15
満足できない。もっと人間の内部にふみこんで、人間の存在に〝？〟を提出するようなものをつくりたい。いまは〝さめた狂気〟のようなものが必要な気がしますね。そのうち〝ドキュラマ〟 （ドキュメンタリーとドラマを合わせたもの）をつくってみたいですよ。日常的なことのなかから〝？〟をひき出して番組をつくっていけば、テレビは有効なメディアになると思うんですけど…」
　
　
こういいおえると、寺山氏は雨にぬれる〝ネオンの荒野〟のなかに
消えていった。

（ 『毎日新聞』 ）
［付記
 １］
　『あなたは……』 （演出＝萩元晴彦・村木良彦、昭
41）は、現在「ＴＢＳ
オンデマンド」で配信されている。
　　　
また以下の上映会に多大な啓発を受けた。
・ 「第四回
 座・高円寺ドキュメンタリーフェスティバル」 （座・高円寺２、平
25・２・
10上映）
　　　
 ＴＢＳ・ＢＳｉ『報道の魂
　
あの時だったかもしれない』 （演出＝是枝裕
和、平
20）
・ 「テレビジョン再検証・中継の思想」 （ＴＢＳ報道局＋東京藝術大学芸術情
報センター主催、東京藝術大学中央棟第三講義室、平
25・
5・
20～７・８
上映）
　　　
 『ドキュメンタリーの時代』 （演出＝秋山浩之、ＪＮＮ五十年記念番組） 、『あなたは……』 （演出＝萩元晴彦・村木良彦、昭
41） 、 『カメラ・ルポル
タージュ
　
中西太・背番号６』 （演出＝萩元晴彦、昭
39） 、 『カメラ・ルポル
タージュ
　
サラブレッド―わが愛』 （演出＝萩元晴彦、昭
39） 、 『カメラ・ル
ポルタージュ
　
勝敗』第一部・第二部（演出＝萩元晴彦、昭
40） 、 『現代の
主役
　
小澤征爾「第九」を揮る』 （演出＝萩元晴彦、昭
41） 、 『現代の主役
　
直木賞作家誕生』 （演出＝宝官正章、昭
42） 、 『現代の主役
　
わたしのトウィ
ギー』 （演出＝村木良彦、昭
42） 、 『現代の主役
　
クール・トウキョウ』 （演
出＝村木良彦、昭
42） 、 『マスコミＱ
　
われらの時代』 （演出＝村木良彦、昭
42） 、 『マスコミＱ
　
羽田空港・午後４時』 （演出＝宝官正章、昭
42） 、 『日本
列島の旅
　
わたしの火山』 （演出＝村木良彦、昭
43） 、 『報道の魂
　
ｄＡの時
　　
いのちをかけてもですか。
　
  「はい」
　　
あなたは人に愛されていると感じることがありますか。
　
  「そう感じたいと思います」
　　
あなたにとって幸福とは？
　
  「幸福とは幸福を捜すことだということばがありますね。子供のころからよく覚えています」
　　
いま幸福ですか。
　
  「はい」
　　
何才まで生きていたいですか。
　
  「二百才まで」
　　
東京は住みいいですか。
　
  「たいへん住みいいです。新宿歌舞伎町が一番すきです」
　　
空がスモッグでこんなによごれていてもですか。
　
  「はい」
　　
ところで一体あなた だれですか。
　
  「僕は僕です」
　　
×
　　
×
　　
×
　
　
インタビューを終わって、寺山氏の大好きな東京・新宿歌舞伎町へ
出る。ここは寺山氏の小説「ああ、荒野」の舞台であり、新宿文化劇場で公演中の「アダムとイヴ の舞台でもある。歩きながら彼は語る。
　
　「こんな質問が僕自身にくるとは全く予想もしませんでしたね。模範答案は書けませんよ。自分で答えてみると、あ な早さで答えるべきじゃないという気もします。もっとゆっくり答えた方がい んだろうな。でも、僕は事件の表面を知らせるだけのドキュメンタリーには
16
（
13）　
萩元晴彦「方法としての『質問』 」 （ 『太陽』平３・９〈特集＝寺山修司
　
アングラ世界の万華鏡〉 ） 、萩元晴彦・村木良彦・今野勉『お前はただの現在にすぎない』 （前掲）参照。
（
14）　「インタビューを考える⑩
　
嘗て、萩
本（ママ）
晴彦が寺山修司と共に試みたこ
と」 （ 『
StudioV
oice 』昭
58・７）
（
15）　「番組研究
　
あなたは…」 （ 『ＴＢＳ調査情報』昭
42・２）
（
16）　「ＴＶドキュメンタリーへの挑戦
　
萩元晴彦氏インタビュー」 （ 『日本読書
新聞』昭
42・３・
13）で、萩元はこう述べている。
　　
「
 萩元
　
ひとりの人物に質問、このまえの『あなたは…』の場合には十七の問
いをぶつけ、その人物が答える様子をそ まますべて映しカットしないわけです。そのために四台のカメラを用意した。それは、放映されるときに、答える人物の正面アップばかりを映すためだった です。そして 被写体の時間とテレビの時間とを同じにする。言いかえれば、質問をうけて答え いうときにかかる時間と、それがテレビで放映されるときの時間とを同一にするということ 」
（
17）　
テレビマンユニオン四十五周年記念プロジェクト「今野勉の『勉塾』 」第
一期「 〈テレビ的なるも 〉 現在」第一日「死者たちへ捧げるバラード～先人たちの思想 実作」 （テレビマンユニオン本社、平
25・８・
30）での、
今野勉による講義を参照した。
（
18）　
ＴＢＳ・ＢＳｉ『報道の魂
　
あの時だったかもしれない』 （演出＝是枝裕
和、平
20・５・７放送）に収録された萩元晴彦へのインタビュー。
（
19）　
ジョルジュ・サドゥール「シネマ・ヴェリテと映画・眼」 「続・シネマ・
ヴェリテと映画・眼」 （ 『映画評論』昭
39・６～７、丸尾定訳） 、岡田晋「カ
メラによる告発の論理
　
シネマ・ヴェリテ私論」 （ 『映画評論』昭
40・
10）な
ど。
（
20）　『寺山修司全歌集』 （風土社、昭
46） 「未刊歌集
 テーブルの上の荒野」所収。
（
21）　
引用は、ボードレールの未刊の遺稿で、 『火箭』と題される草稿の一節か
らである。各種の邦訳に照らしてみたが、ここでの訳文にそのまま合致する訳本は見出せなかった。例えば齋藤磯雄訳（ 『赤裸の心・火箭』三笠書房昭
27）では、 「群集の中に在る時の快感は、数の増加を楽しむ神秘的な現れ
だ。／全体 数だ。数は全体の中にある。数は個の中にある。陶酔は数だ」となっている。このほかに堀口大學訳（ 『感想私録』第一書房、昭
14再版） 、
河上徹太郎訳（ 『赤裸の心』角川文庫、昭
26） 、阿部良雄訳（ 『世界文学大系
33　
ポオ／ボオドレール』筑摩書房、昭
34） 、矢内原伊作訳（ 『ボードレール
代』 （演出＝秋山浩之、平
21） （すべてＴＢＳ作品、上映順）
［付記
 ２］
　
本稿は国際寺山修司学会第十五回春季大会での口頭発表「寺山修司の
テレビ・ドキュメンタリー」 （多摩美術大学・上野毛キャンパス、平
25・
５・
11）に基づいている。
［付記
 ３］
　
本研究は、ＪＳＰＳ科研費
　
課題番号２５３７０２０４の助成を受け
たものである。
［註］（１）
　
ＮＨＫ放送文化研究所監修『放送の
20世紀』 （ＮＨＫ出版、平
14）
（２）
　
通例「一億総白痴化」と呼ばれているが、今野勉『テレビの青春』 （ＮＴＴ
出版、平
21）によれば、大宅壮一による表現は「一億白痴化」であり、 「総白
痴」の語を用いたのは松本清張だという。なお差別的な表現だが、原表現のまま示した。
（３）
　
読売新聞芸能部編『テレビ番組の
40年』 （ＮＨＫ出版、平６）
（４）
　
牛山純一「テレビ・ジャーナリズム
25年――ある体験的ドキュメンタ
リー論――」 （ 『世界』昭
53・７）
（５）
　
註（３）に同じ。
（６）
　『ＴＢＳ
50年史』 （東京放送、平
14）
（７）
　
萩元晴彦・村木良彦・今野勉『お前はただの現在にすぎない』 （田畑書
店、昭
44） 、 『萩元晴彦著作集』 （郷土出版社、平
14） 、 『テレビマンユニオン
史
　
1970
～
2005 』 （テレビマンユニオン、平
17）参照。
（８）
　
萩元晴彦「 『いったいあなたは誰ですか』 」 （ 『現代詩手帖』昭
58・
11臨時増
刊〈寺山修司〉所収）
（９）
　『カメラ・ルポルタージュ
　
中西太・背番号６』のナレーションは、寺山
修司『遊撃とその誇り』 （三一書房、昭
41）所収「中西太論」の記述と多く
の重なりがある。
（
10）
 萩元晴彦「優しいギャンブラー」 （ 『鳩よ。 』平２・６〈特集＝最後の曲芸詩人　
寺山修司〉 ）
（
11）　『朝日新聞』 （昭
40・
10・５朝刊）テレビ番組欄。
（
12）　
ＴＢＳ『現代の主役
　
小澤征爾「第九」を揮る』
　（演出＝萩元晴彦、構成
＝谷川俊太郎、昭
41・２・
10放送） 。昭和四十年十二月二十五日、日本フィ
ルハーモニーを小澤征爾が指揮したベートーベン交響曲第九番（日本武道館）の演奏ドキュメンタリー。編集カットを抑え、据えっぱなしの望遠カメラでひたすら指揮する 澤 クローズアップ 撮 続けた。民放祭賞受賞。
17
全集Ⅱ』人文書院、昭
38）も参照した。
（
22）　
寺山修司『青少年のための自殺学入門』 （土曜美術社、昭
54）
（
23）　
寺山修司「アリアドーネの法則――〈半世界〉表現カタログ集」 （ 『芸術倶
楽部』昭
48・９〈特集＝半世界――受け手の表現〉 ）
（
24）　『現代詩文庫
52　
寺山修司詩集』所収（思潮社、昭
47）
（
25）　
伊藤守編『メディア文化の権力作用』所収（せりか書房、平
14）

（平成二十五年九月二十七日受理）

